
成績通知表の見方について          教務部長  大野 祥宏 
 

本校では前期末と学年末に５段階の評価・評定で成績を出しております。考査の結果だけではなく、授業や実習で

の意欲、態度なども総合的に成績に反映されています。成績通知表を通じ学習状況や諸活動、出欠の状況等をお知ら

せすることで、学校と家庭が協力してお子様の成長を促していけたらと考えております。将来の目標に向け、今後、

どのように学習に取り組んでいくべきかをご家庭で話し合うための資料としてご活用ください。 

 

日
頃
よ
り
置
戸
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 さ

て
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
で
に
前
期
を
終

え
ま
し
た
が
、
長
い
期
間
の
自
粛
生
活
で
、
た
く
さ
ん

の
行
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

新
入
生
は
、
新
し
い
高
校
生
活
が
始
ま
り
楽
し
み
に

し
て
い
た
事
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
二
年
生

も
後
輩
が
入
っ
て
き
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
事
で
し

ょ
う
。
三
年
生
は
、
全
て
が
最
後
の
行
事
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
人
間
ば

ん
馬
の
三
連
覇
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
し
、
最
後
の
学

校
祭
よ
さ
こ
い
演
舞
も
見
た
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

最
後
の
高
体
連
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
残
念
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
う
し
て
長
い
間
子
ど
も
が
自
宅
で
過
ご

す
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
宅
で
も

た
く
さ
ん
の
課
題
に
取
り
組
み
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
た
り
、
た
く
さ
ん
学
校
で
の
話
を
聞

け
た
り
、
た
く
さ
ん
将
来
の
目
標
に
つ
い
て
話
を
し
た

り
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

後
期
で
は
、
実
習
が
な
く
な
っ
た
り
ま
だ
ま
だ
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け

て
一
日
一
日
を
大
切
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

三
年
生
は
進
路
決
定
と
一
月
の
国
家
試
験
に
向
け
て

忙
し
い
日
々
に
な
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
今
ま
で
の
努

力
し
て
き
た
こ
と
を
自
信
に
変
え
て
最
後
の
最
後
ま

で
悔
い
の
残
ら
な
い
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
姿
は
必
ず
、
後
輩
の
皆
さ
ん
の
手
本
と
な
っ
て
い

る
事
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
来
春
に
は
生
徒
の
皆
さ
ん
、
先
生
、
保
護

者
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
卒
業
式
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

４
月
に
新
た
な
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
も
束
の
間
、
再
び
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
６

月
か
ら
学
校
は
再
開
し
ま
し
た
が
、
福
祉
科
の
高
校
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
、
３
密
回
避
、
消
毒
の
徹
底
な
ど
、
全
教
職
員
が
必
死

に
な
っ
て
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
衛
生
管
理
面
で
の

高
い
意
識
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
、
現
在
、
大
過
な
く
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
ウ
ィ
ル
ス
は
目
に
見
え
ず
、
ど

こ
に
潜
ん
で
い
る
か
不
明
で
す
。
今
後
、
た
と
え
、
感
染
事
例
が
身
近
に
出
た

と
し
て
も
、
偏
見
・
差
別
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
学
校
で
の
様
々
な
活
動
が
制
約
さ
れ
る

中
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
行
動
様
式
を
大
き
く
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
を
活
用
す
る
場
と
し
て
、

毎
年
、
子
ど
も
達
は
、
校
外
で
の
介
護
実
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
本

年
度
は
、
す
べ
て
校
内
で
の
実
習
や
演
習
で
代
替
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
代
わ

り
、
地
元
置
戸
町
や
医
療
・
福
祉
関
係
施
設
等
の
外
部
の
教
育
力
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
授
業
の
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
を
含
め
誰
に
で
も
使
い
や
す
い
木
工
食
器
の
製
作
に
つ
い
て
考
え
る
、

オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
製
作
に
携
わ
る
方
達
と
の
も
の
づ
く
り
の
交
流
、
災
害
時
の
介

護
福
祉
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
、
自
衛
隊
と
連
携
し
た
実
習
な
ど
、
そ
の

他
に
も
柔
軟
な
発
想
で
福
祉
を
さ
ら
に
幅
広
い
視
点
で
捉
え
、
新
た
な
魅
力
作

り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

  

こ
れ
か
ら
は
、
現
状
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、
今
を
生
き
抜
く
知
恵
と
発
想
を

持
っ
て
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
来
年
度
は
、
本
校
の
創
立
７
０
周
年
を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
す
。
節

目
の
年
に
向
け
て 

新
た
な
置
戸
高
校
の
未
来
の
礎
を
築
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
共
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                               

                                             

2020 年度置戸高校ＰＴＡ役員 

役   職 氏     名 備 考 

会 長 岡 田   誠 ３ 年 生 

副 会 長 
松 井 直 彦 ３ 年 生 

川 岸 亜寿香 ２ 年 生 

監 事 ・ 監 査 中 村 恵 美 １ 年 生 

学年代表(１年) 井 関 潤 一 １ 年 生 

学年代表(２年) 村 上   和 ２ 年 生 

学年代表(３年) 青 山 岳 雄 ３ 年 生 

顧 問 
石 井 伸 二 元 会 長  

小 森 章 史 校 長 

事 務 局 長 村 上 謙 二 教 頭 

校 内 理 事 
佐 藤 由香里 教 諭 

大 森 涼 太 教 諭 

会     計 納 藤 博 章 事 務 長  
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北北北海海海道道道置置置戸戸戸高高高等等等学学学校校校   

ＰＰＰＴＴＴＡＡＡだだだよよよりりり   

ＰＴＡ事務局より 

今年度はコロナ感染拡大防止対策のため、４月の授

業参観、ＰＴＡ総会、７月の学校祭も、９月に予定し

ていたＰＴＡ研修会も中止となってしまいました。 

全道各地から集まる置高生たち。ＰＴＡ会員の皆さ

んがそろう機会がなかなかとれないのが残念です。 

ホームページ、Facebook、Instagramで生徒達の頑張

る姿、活躍の様子をたくさんお知らせしています。ぜ

ひ、ご覧ください。 

 

ホームページ Facebook Instagram 

今年度のＰＴＡ役員の皆さんです。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

第８回北海道高等学校長会協会家庭部会 

意見・体験発表大会最優秀賞受賞  

２年 Ａ・Ｋ さん 置高生 毎日頑張っています 



私は介護福祉士を目指すために日々、 

勉強をしています。２年生になってから本格的に始

まった校内実習では、おむつ交換や寝衣交換など個

人ではもちろんのこと、クラス一丸となって努力し

ています。 

校内実習で私が意識して頑張っていることは、先

生方のアドバイスや指導を受けたときに、いち早く

メモを取ることです。自分で書いたメモを見ること

で耳で聞いただけでは忘れてしまうことや、その時

理解できなかったことも後で見直すことによって、

頭で考え、行動できるからです。それに、一つでも

多くメモを残すことによって、クラスで共有したと

きに次の授業で活かすことができます。 

２年生の大きな目標となる許可テストに向けて、

今後もより一層努力していきたいと思います。 

薬物乱用非行防止教室、命の大切さを学ぶ

教室、交通安全教室を終えて  

生徒指導部長 居内 映莉子 

今年度は感染予防対策のため、4 月に実施を予定していた上記の

教室を延期し、9 月の実施となりました。北見警察署様や野付牛自

動車学校様より講師の先生をお招きして講話をしていただきまし

た。 

どの教室にも、共通して「命」について考えました。人生には、

予想ができないことや、思いもよらないことに遭遇する可能性があ

ります。事件、事故に巻き込まれる、または巻き込んでしまうこと

もあるかもしれません。そのようなことにならないよう、日々の生

活で様々なことに関心を持つことや、自分自身のあり方や命の大切

さ学ぶことができたと思います。今後も自分自身を大切に、自分以

外の人を大切にできる置戸高校生でいてほしいと思います。 

進路実現に向けて  進路指導主事 水谷 愛 

今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、本校での介護実習は全学年中止となりました。本来で

あれば、34 日間の介護実習の中で介護のやりがい、大変さ、働くとはなど多くのことを学びながら自分の進むべ

き道を模索し、進路決定につなげていくはずでした。今年度は、その機会を失ってしまい進路決定に少なからず

影響を及ぼしたと感じます。 

しかし、そのような状況の中で、進路決定に向け自ら動き出した３年生にはたくましさを感じました。「ここの

施設を見てみたい」、「話を聞いてみたい」など自ら動き出し、進学を希望する生徒も、コロナ対策を徹底してオ

ープンキャンパスに参加するなど、通常通りの進路活動が難しい中、自分の夢を実現できる場所、頑張れる場所、

力を発揮できる場所を一生懸命探していました。 

どんな状況でも頑張れる、自分のやるべきことを見失わずに動くことができる、今できることは何かを考える

ことができる。３年生が身につけた強さをこれからの学校生活、国家試験合格に向けた勉強、そして、高校を卒

業してからのそれぞれの道で発揮できる人であって欲しいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２年生になって頑張っていること」 
         ２年  Ｍ・Ｋ 

福祉に携わる仕事に就きたいという思いか

ら、置戸高校に入学し、早くも半年が経ちまし

た。親元を離れての学校・寮生活は、初めは不

安や緊張の毎日でしたが、級友や先輩方に恵ま

れ、少しずつ慣れてきました。 

その中で、私はこの学校に入学して良かった

と感じていることがあります。それは、学校・

寮生活を通して、学ぶ楽しさを知れたことや両

親への感謝の気持ちが増したことです。自ら興

味や関心を持って学習に取り組むと意欲的に学

習に取り組めることを知りました。また寮生活

を通して、今までどれほど両親に頼って生活し

てきたのかを実感しているところです。 

 私の将来の為、そして私を応援してくれてい

る両親の為にも、これからも努力を重ねていき

たいと思います。 

「置戸高校に入学して」 
       1年  Ｔ・Ｈ  

今、私たち３年生は、進路や介護福祉士の 

国家試験に向けて勉強しています。進路の活動 

では、就職組は履歴書の作成を、進学組は提出する願

書の記入などを行ったりしています。また、各自行わ

れる予定の面接に向けて、質問項目について内容を考

えたり面接練習を始めたりしているところです。３年

生は仲の良いクラスなので、日常的に分からないとこ

ろを聞きあいながら、みんなで協力しあっています。 

国家試験に向けての取り組みでは、秋講習があり、

模試を解き、解説をし続けています。３年生全員が国

家試験まで勉強が続く辛い日々を送ることは自覚して

いると思います。今までの2年半、校内実習や許可テ

スト、1、２年生での介護実習など多くの壁を乗り越

えてきた3年生なので、それを自信にして取り組み、

絶対に全員で介護福祉士国家試験に合格して、笑って

卒業したいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進路実現に向けて」 
３年  Ｆ・Ｍ 

       

置
戸
高
校
で
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取

る
。
そ
れ
は
周
り
と
は
全
く
違
う
選
択
で
あ

り
友
達
の
居
な
い
遠
い
地
で
の
不
安
も
あ
る

だ
ろ
う
進
学
。
そ
れ
は
親
の
自
分
か
ら
す
る

と
不
安
や
心
配
の
方
が
多
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
置
戸
高
校
に
決
め
た
生
徒
達
は
そ
れ
以

上
に
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
る
と
い
う
事

に
し
っ
か
り
と
自
分
の
将
来
を
描
き
、
中
三
、

十
五
歳
と
い
う
若
人
に
し
て
孤
独
、
困
難
、

試
練
に
一
人
で
飛
び
込
む
素
晴
ら
し
い
勇
気

と
根
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
思
う
と
尊

敬
さ
え
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
は
同
じ
志
を
持

っ
た
先
輩
方
や
同
級
生
、
そ
れ
を
束
ね
る
先

生
方
の
素
晴
ら
し
い
人
達
と
過
ご
す
三
年
間

で
勇
気
と
根
性
、
そ
し
て
周
り
を
思
い
や
る

心
や
愛
情
な
ど
色
々
な
事
を
学
ん
で
も
ら
い

た
い
。
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
る
た
め
に

は
苦
労
と
困
難
が
多
々
あ
る
と
思
う
が
卒
業

す
る
頃
に
は
入
学
し
た
時
よ
り
も
、
も
っ
と

素
敵
に
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
に
辛

く
て
も
笑
顔
を
忘
れ
な
い
素
敵
な
三
年
間
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

き
っ
と
笑
顔
が
人
生
を
豊
か
に
明
る
く
し

て
く
れ
ま
す
よ
。 

 

「置
戸
高
校
へ
進
学
し
た
皆
さ
ん
へ
」 

一
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ 

井
関 

潤
一 

 


